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研究成果の概要（和文）：中小規模の製造業向け「職務再設計支援ツールの開発」の基礎研究を行った。研究成果は、
(1)基本設計：標準作業諸票を利用しPDCAサイクルを意識して職務再設計を支援するプラットフォームを設計した。(2)
仕事の標準化：現状作業を表に入力することで改善箇所を示唆する“拡張”標準作業組合せ票を提案した。(3)作業管
理情報の見える化：３Dモデルを利用し標準作業諸票を可視化する技術開発を行った。

研究成果の概要（英文）：I made basic studies for development of “a work re-design support tool” 
suitable for smaller manufacturers, and achieved the following three. (1) Basic design: I designed a 
platform to support work re-design by use of standardized work tables from the viewpoint of the PDCA 
cycle. (2) Work standardization: I presented an “extended” standardized work combination table which 
suggested improvement points by inputting the existing work conditions on the table. (3) Visualization of 
work management information: I developed a technique which made it possible to visualize standardized 
work tables by use of the 3-D model.

研究分野：作業管理
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１．研究開始当初の背景 
申請者は、これまで中小規模の製造業を中心
に職務再設計を行ってきた。これらの企業は、
個別受注生産型で多品種少量生産を主とし
ており、コストを意識すると自動化を図るこ
とが難しく、人手に依らざるを得ない状況と
なっていた。少子高齢化の影響と若者の製造
業離れからパート労働者を含む女子労働者
や高齢者の活用が重要な課題となっており、
機械設備等のメインテナンス費用や品質保
証的観点から人間の能力に依存せざる得な
い労働集約型作業が数多く存在していた。 
一方、中小企業では生産数の変動が大きい、
少人数で生産しなければならない等、生産に
影響する様々な要因が数多くある。そのため、
大企業でおこなわれている標準作業諸票を
利用した作業標準を導入しても効果が得ら
れずに形骸化している。 
中小企業の生き残りのためには、生産効率や
コスト削減だけを追求するのではなく、生産
形態の違いを考慮し、高齢者・女子パート労
働など多様な労働環境に配慮した作業標準
を設定し職務再設計をおこなう必要がある
（文献引用①）。 
しかし、上記にあげた要因を考慮した職務再
設計支援システムは存在しない。 
 
２．研究の目的 
申請者は，生産管理は管理担当者だけが現場
を把握して管理を行うのではなく、生産・製
造現場において作業を行っている作業者も
含め全員で行うものと考えている。さらに、
製造業においては規模が小さくなるほど作
業者が重要なファクターとして生産に深く
関与していることを考慮する必要がある。 
これらの点を踏まえ作業者ごとの作業内容
や負担と改善に関する知識を見える化(標準
化)し、経験や専門知識の不足している管理者
でも簡単に利用でき、システマチックに作業
改善ができる職務再設計支援システムを開
発することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
システムを開発するにあたり、問題を幾つか
の課題に集約し解決を図ることとした。 
課題（１）．人材育成システムの確立、およ
び技術・技能の継承を支援する。 
① 熟練工の経験や勘を暗黙知と形式知に分
類できるようにする。 
② 新人が業務を行うために必要な暗黙知を
学修するために必要なシステムを設計す
る。 
課題（２）．仕事の標準化を支援する。 
① 工程の標準化を支援し計画的な生産がお
こなえるようにする。 
② 作業者の年齢や性別を考慮した作業の標
準化がおこなえるようにする。 
課題（３）．生産・製造現場において経験や
専門知識が不足している管理者でも簡単に
利用できるようにする。 

① 電子端末から利用できる VM ボードを設計
する。 
② 親和性のある表形式のインタフェースを
設計する。 
③ ベストプラクティスを格納するデータベ
ースを作る。 
 
要件定義を行いシステムの全体像を確定さ
せてから課題毎のシステムの開発に着手し
た。 
 
４．研究成果 
(1)概念設計 
図 1に要件定義により導き出した職務再設計
支援システムの概念図を示す。本システムは、
現状作業（表準作業）や設計部門より提出さ
れた図面を基に作業分析から改善後の生産
指示までをシームレスに行うことを目標と
する。職務再設計支援システムは、目的別に
４つのプロセスに細分化し、4 つのプロセス
を統合することで生産活動をシンプルにか
つスムーズに行えるものとして ICPR22 にて
発表した。 
職務再設計に必要な情報は、内部に大きなデ
ータベースを用意し、各プロセスが必要に応
じてアクセスし処理することで生成される。
各プロセスではそれぞれ必要に応じたコー
ドを生成しデータベースに戻すことにより、 
システムの連結を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 職務再設計支援システムの概念図 
 
(2)仕事の標準化 
標準作業組み合わせ票の自動作成ができる
メカニズムを検討した。標準作業組合せ票の
作成手順や必要となる項目等の基本構造を
調べるために既存のソフトを分析した。 
標準作業組み合わせ票が自動作成できるソ
フトは存在しないため、中小規模の板金加工
工場の調査を行い「作業順序」や「標準」の
設定法などの分析をおこなった。 
具体的には、作業手順書と標準作業票の求め
方が違う２社を対象に段取り替え・組み立て
作業・検査工程の現場調査を実施し、どのよ
うに作業の標準化をおこなっているのか考
察した。現状作業（表準作業）を記録し表に
入力することで改善箇所を示唆する“拡張”
標準作業組合せ票を提案し、日本生産管理学
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会論文誌に投稿した。拡張標準作業組合せ票
と大野耐一が提唱した７つのムダの関係を
調べ得られた知見を APIEMS2014 にて発表し
た。さらに、標準作業の求め方が違う２社の
考察結果をまとめ ICPR23(2015 年 8 月)にて
発表予定である。 
作業負担の低減と量産化に対応するために
現在の手作業依存から，人的 (Man)作業要素
と機械化 (Machine)可能な要素を分類し，人
の作業を装置がアシストし負担軽減を可能
とするラインを調査し得られた知見を
APIEMS2013 にて発表した。作業遂行の中での
作業負担に関わる身体機能への影響も調査
し HEPS2014 にて発表をおこなった。 
 
(3)VF を利用した作業管理情報の見える化 
VF(バーチャルファクトリ)技術を利用し３
つの帳票（作業指示書・標準作業組合せ票・
工程別能力表）を用いた工程管理が容易に実
現できるか概念設計をおこなった。概念設計
の概要とプロトタイプをAPIEMS2015(2015年
12 月)にて発表し、システムの実装が終わっ
た段階で国内の学会へ論文を投稿予定であ
る。 
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